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船舶事故調査報告書 

                               

令和５年１月１１日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決                          

委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

委   員  田 村 兼 吉 

委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和４年４月１日 ０９時１８分ごろ 

発生場所 徳島県今
いま

切
ぎれ

港 

 今切港長原導流堤灯台から真方位２８６°９６０ｍ付近 

（概位 北緯３４°０６.４′ 東経１３４°３６.０′） 

事故の概要  ケミカルタンカー光奉
こうほう

丸は、航行中、浅所に乗り揚げた。 

 光奉丸は、船底外板に擦過傷を生じた。 

事故調査の経過 令和４年４月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ケミカルタンカー 光奉丸、２４９トン 

１４２１８８、青野海運株式会社、株式会社ワークスネット 

４５.０１ｍ（Lr）×８.２０ｍ×３.５０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７４９kＷ、平成２６年３月１９日 

 乗組員等に関する情報 船長 ６４歳 

四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５８年３月２２日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和元年１１月２２日 

  免状有効期間満了日 令和６年１２月２０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ５、視界 良好 

海象：波高 約２.０ｍ、潮汐 下げ潮の中央期、大潮（３月３１日

～４月２日） 

徳島県徳島市には、３月３１日１４時４２分に強風注意報が発表さ

れ、本事故当時も継続中であった。 

 事故の経過 本船は、船長ほか３人が乗り組み、苛性ソーダ約１００ｍ3 全量の

揚げ荷を終え、空倉で香川県高松市香
こう

西
ざい

港に向け、令和４年４月１日

０８時４０分ごろ、徳島県今切川河口から約６km 上流の今切港内の

専用桟橋を離桟した。 

船長は、離桟後、単独で出航操船に当たり、手動操舵により約３～

４ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で今切川を下り、 
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０９時０７分ごろ加賀須
か が す

野
の

橋を航過したところで、約１１.０kn に増

速した。 

本船は、０９時１５分ごろ今切港第１号導標（導線が真方位   

１５８.３°）を船首目標として航行していたところ、船長が、左舷

方に強い北風で白く泡立つ海面状況を認め、出港した後、北進する際

に船速が落ち、鳴門海峡到達が通峡可能時刻のぎりぎりとなると予測

し、翌日の荷役について考えていたところ、河口に向かって左岸方へ

の湾曲部において、いつしか導線から右岸方に徐々に外れた。  

船長は、０９時１８分ごろ今切川のほぼ中央において船体に衝撃を

感じるとともに行きあしが止まったので、本船が浅所に乗り揚げたこ

とを知り、直ちに機関を停止し、乗組員と船体各部の点検を行った

が、浸水及び漏油等の異常は見当たらず、船舶所有者に連絡して救援

のタグボートを要請するとともに海上保安庁に本事故の発生を通報し

た。 

 本船は、満潮の時期を待って、１７時００分ごろ来援したタグボー

トの支援のもと離礁した。 

（付図１ 航行経路図、付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋）、写真１ 

今切港、写真２ 本船の乗揚状況 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、本事故時、船首約０.９ｍ、船尾約２.７ｍであっ

た。 

今切川は、本船が離桟した専用桟橋から河口までの間、航路水深４

ｍで整備されていたが、その可航幅は狭く、本事故の発生場所におけ

る川幅は約４００ｍあるものの、可航幅は左岸寄りの約１００ｍで 

あった。 

船長は、本事故発生時は大潮の下げ潮の時期に当たり、風力５の風

を左舷船尾方から受け、加えてふだんより流速が速く、川の湾曲部で

右岸方に圧流されたと本事故後に思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

本船は、強風注意報が発表され、左舷後方から強風を受けながら大

潮で下げ潮の影響を受ける状況下、今切川河口の湾曲部付近におい

て、船長が船首目標としていた導線から右岸方に外れたことに気付く

のが遅れたことから、今切川河口の湾曲部付近に拡延する浅所に乗り

揚げたものと考えられる。 

船長は、鳴門海峡への入峡可否について考えることに意識が集中し

ていたことから、導線上を航行することへの意識が薄れ、導線から右

岸方に外れたことに気付くのが遅れたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、強風注意報が発表され、左舷後方から強風を受
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けながら大潮で下げ潮の影響を受ける状況下、今切川河口の湾曲部付

近において、船長が船首目標としていた導線から右岸方に外れたこと

に気付くのが遅れたため、今切川河口の湾曲部付近に拡延する浅所に

乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、可航幅の狭い川を導線に沿って航行する場合、導線上を

航行することに意識を集中して操船に当たること。 

・船長は、大潮で下げ潮の影響を受ける状況下では、見張り員を増

強するなど、船橋当直要員を増強させることが望ましい。 

・船長は、川の流速が増している場合は、満潮時などの流速が緩や

かとなる時間帯に通航することが望ましい。 
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付図１ 航行経路図 
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鳴門海峡 

事故発生場所 

（令和４年４月１日 
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付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

時 刻 

（時：分：秒） 

船位※ 

対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn) 

北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

08:40:06 34-07-20.6 134-33-28.8 282  0.3 

08:44:45 34-07-25.4 134-33-38.9 063  3.6 

08:50:02 34-07-29.7 134-33-57.6 049  3.7 

08:55:05 34-07-43.0 134-34-13.4 065  2.4 

08:59:44 34-07-46.6 134-34-20.6 061  1.6 

09:05:15 34-07-48.5 134-34-30.0 085  1.2 

09:06:59 34-07-50.3 134-34-36.5 084  6.5 

09:08:02 34-07-49.1 134-34-46.6 110  9.9 

09:09:06 34-07-43.9 134-34-58.4 122 10.7 

09:09:55 34-07-38.9 134-35-07.1 129 10.7 

09:11:06 34-07-29.9 134-35-18.6 139 11.2 

09:11:55 34-07-22.6 134-35-25.8 141 11.0 

09:13:05 34-07-11.9 134-35-34.4 152 11.0 

09:13:55 34-07-04.0 134-35-39.8 149 11.0 

09:14:55 34-06-54.1 134-35-46.3 155 11.3 

09:16:05 34-06-41.7 134-35-50.3 164 11.2 

09:17:04 34-06-31.0 134-35-54.6 160 11.1 

09:17:46 34-06-24.0 134-35-57.5 155  9.9 

09:17:51 34-06-23.3 134-35-58.2 146  7.5 

09:17:59 34-06-23.1 134-35-58.2 151  0.0 

※ 船位は、本船の船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナ位置であり、ＧＰＳアンテナの位置は、

Ａ船の船首から４２ｍ、船尾から７ｍ、左舷から２ｍ、右舷から６ｍであった。また、対地針

路は真方位である。 
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写真２ 本船の乗揚状況 

 

 

写真１ 今切港 


